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1年次では、空間デザイン領域のすべて
のコースに通じる基礎を学びます。人
とモノと素材を空間的にあつかうこの
分野で自由な発想の源を身に付けるた
めにまず手を動かすことから始めます。
実習ではエレメント展開による群造形、
人体をテーマにした布の造形、様々な
素材に応じた造形体験など、専門に進
むための基礎を習得します。加えて演習
では主にものごとの考え方やさまざま
な見方について学びます。混沌とした
世界から独自の視点を見いだすフィー
ルドワークや、専門分野の最先端の考え
方を学ぶ講義などがあり、将来、一人
ひとりが独自の感性と発想力を獲得する
ための土台となるものです。

?
縫製技法

空
間
デ
ザ
イ
ン
領
域
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

年
生
年
生

2

ドローイング
３G

ヨシの造形

建築製図

模型トレース

店舗什器や
照明器具などの
制作

モノと空間の
関係を学ぶ

照明・什器の
制作

衣
・
モ
ノ
・
住 …

 

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
要
素
を
研
究
し

デ
ザ
イ
ン
で
提
案
す
る
の
が
空
間
デ
ザ
イ
ン
領
域
の
学
び
で
す
。

製図/CAD

椅子実測

スケッチと
モデリング

機構の
デザイン

３DCG

雑貨の
デザイン

ディスプレイ
ショップ
デザイン

染色
プリント技法

表面装飾としての模様と染色技法を学ぶ

パターン
技法

服づくりにおける
基礎造形

意思伝達手段として
製図・CADを学ぶ

リ
サ
ー
チ
、発
想
、素
材
、構
造
な
ど
、デ
ザ
イ
ン
を

行
う
上
で
の
基
本
を
学
ぶ
制
作
に
取
り
組
む

空
間
・
形
・
素
材
の
基
礎
を
学
ぶ

素
材
の
特
性
を
理
解
し
、形
作
る
こ
と
で
空
間
を
演
出
す
る

身近な生活体験からコンセプトを見つけ出す

名作椅子を実寸し
原寸図面を作成する

素材研究

織機による制作を通して布への理解を深める

オリジナル素材の開発

フォリー設計

レストラン
設計

空間・形・素材の基礎を学ぶ

素材の特性を理解する

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
の
基
礎
と
な
る
技
術
や
考
え
を
学
ぶ

Spatial Design Departm
ent

布の立体造形と身体装飾

1
群造形

バスケッタリーアート

ステンシル

マッピング

脚のある立体造形

ワンボードからつくる家具

年
生
年
生

織物技法

コスチューム
アート

P r o d u c t
D e s i g n

C o s t u m e  
D e s i g n

L i v i n g  S p a c e
D e s i g n

3 ファッション
ショー

年
生
年
生

透視図法 住宅設計

子供のための
空間設計

インテリア

オリジナル
コスチューム

ブランディング
デザイン
ショップ
プロデュース

インスタ
レーション

衣
装
制
作
を
通
し
て
独
創
的
な
表
現
を
追
求
す
る

自
分
の
ち
か
ら
で
課
題
を
発
見
し
、独
自
の
考
え
方
を

構
築
し
て
も
の
づ
く
り
を
計
画
す
る

原
点
か
ら
考
え
る
表
現
力
を

モ
ノ
・
こ
と
の
始
ま
り
を
根
拠
立
て
る
こ
と
で
造
形
力
を
発
揮
す
る

テーマ性を重視しオリジナリティーある作品を創作する

公共空間
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日本の日常着の重点が和装から洋装へと変わりゆく中、服飾の楽しみ方
を考え直す。四季を楽しむ文化の１つである和菓子の「練り切り」から色、
形、質感を抽出し、くらしの中にある文化的価値観から発想したテキスタ
イルを服飾に展開させた。

現代の洋装に合う日本伝統的な履物の提案、現代の洋装に合うような女性用の新しい下駄。下駄の
台は静岡県内で有名な駿河塗下駄工房の 2人の職人さんに依頼し、コラボが実現した。日本の伝統
工芸が衰退している今日、その存在と良さを若い世代に認識をしてもらえるきっかけとなるよう
デザインした。 

景色を着る～季節の景色を想起させるテキスタイルの提案～

堀口 和之

Koloni ゆとりをつくる庭

德丸 ゆうい

普段の生活がどんどん便利になり、様々な情報が手に入りやすい一方、私たちは身の回りに起きた出
来事や自身の感情とじっくり向き合う時間を持てていないのではないだろうか。
自分を保ち、これからも日々の暮らしを生き抜いていく為に、ゆとりある時間、心のゆとりを持つこ
とを意識するきっかけになってほしい。

アシダシューズコレクション

廣秋 優里

卒業制作

1年次からファッション

や雑貨、建築物まで生活

のあらゆるデザインを

横断的に学ぶ空間デザ

イン領域。

世の中のニーズとトレ

ンドを研究し、大学 4年

間の集大成となる卒業

制作に半年をかけて取

り組みます。専門分野

の知識を習得したプ

ロフェッショナルの卵

たちは、社会への問いか

けと、提案と、独自のス

タイルと、夢を、「カタチ」

にする。その背景には

「カタチ」だけではない、

未来に輝く、人々の新し

い生活が見えます。

年
生

Spatial Design Departm
ent

P r o d u c t
D e s i g n

C o s t u m e  
D e s i g n

L i v i n g  S p a c e
D e s i g n

CELLS～EV モーターサイクルの提案～

中西 陽太

近年、自動車の動力はガソリンから電気へと世界的に移行しており、モーターサイク
ルの分野においてもこのE V化の流れは訪れると予想される。モーターサイクルは、エ
ンジンや排気管などの機械的な外観が特長であるが、それらが充電池とモーターに置
き換わる際に機能美をどの様にして生み出すかという研究を行った。さらに、スタン
ドでの充電に多くの時間がかかることが判り、充電池を小さなユニット（CELL）に分
けてユニットごと交換する方法を採用した。そして、ユニットを効率的に格納する幾
何学的なアイデアがうまれ、機能的な美しさを外観に与えることができたと考える。

体の線

土屋 亜紀子

女性の体は、豊かで多様な線を持っています。一方で、欲望
の対象とされ、特定の部分に意味を含み過激とされる面を
持っています。単なる像として、女性本来の体の線を捉え、
重ね、テキスタイルで表現する。これは、人間の最初の服で
ある「体」、日常では隠されている「体」を着るための服です。

心層皮腑

明石 麻里子

私達は肉体を着込んで“姿”を覆い隠している。
それを脱ぎ去ってしまえば、色も形も捉えられ
ない。ただ、私が私の存在を “感じる”という曖
昧さが残るだけだ。
それを肉体の外へ描き、表してしまいたい。

PURI  VENDOR VILLAGE  屋台村のデザイン
ADRYAN SAPUTRA

インドネシアは発展途上国であり、屋台の数が多い。そのため営業スペースが少なく、様々な問題
が起きている。建てれば建てるほどグリーンが増えるデザインにより、これまでにない屋台村＋
グリーンパブリックスペースの提案を行う。

パワースポット化する別荘
伊豆諸島各所への別荘点在計画
地形のディティールを歩く

前中 敦子

自然は美しさや多様性で人を魅了し、
時には季節の変化や生きることの厳
しさを教えてくれる。人々がそこに魅
力を感じるのは力強い生命力がある
からだ。壮大な海や山の景色を見て心
身共にエネルギーを感じた経験は誰
しもがあるだろう。
人がより力強い生命力を感じるための
場を提案したいと思い、様々な自然の
在り方を有する伊豆諸島の一部の島に
コンドミニアム式別荘を設計する。
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石丸 萌香
山口県立花陵高等学校卒業

住環境デザインコース
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久保 李緒
福岡県立太宰府高等学校卒業

コスチュームデザインコース

大沼 侑加
岡山県立岡山工業高等学校卒業

プロダクトデザインコース

Q.制作している作品のテーマは？ 3年生で参加したファッ
ションショー「SEIAN COLLECTION 2020」で披露した作品
は、「死蘇鳥」をテーマに死から蘇る鳥をイメージしてつくりま
した。授業で見学へ行った織物工場の捨てられてしまう布の
耳がすごく綺麗で、たくさんの人に見てもらえる機会の作品
の素材として使いたいと思いました。水溶性シートを使って
織り布の耳を縫い合わせ、色の組み合わせにこだわりながら
1枚の布に仕立てていくのですが、目に触れられないはずの
ものが布として生まれ変わり、世界に一つしかない作品をつ
くりあげるのは楽しかったです。
Q.制作で楽しいこと、大変なことは？ 授業で学んだことを
応用して作品をつくるのが楽しいです。水溶性シートも2年
生の授業で学びました。布の耳を使って作品にしようと思
いついた時は「難しいかもしれないけどこれは突き詰めれば
絶対にいけるっ！」と思いました。毎回悩むのは「どこまで手
を加えるか」です。完成に至る道のりはやっぱり大変です。
Q.制作に欠かせないアイテムは？ 祖母から受け継いだヘラ
や目打などの手芸道具です。祖母が手芸好きで、その影響で
小学生の頃に手芸を始めたので今も手縫いが好きです。
はさみカバーは小学生の時につくったものを愛用しています。
Q.コースの魅力は？ 一人ひとりの考え方を尊重してくれると
ころです。服だけでなく、織物、染色、布をつかったアートオブ
ジェなど、繊維を素材にどうやって形づくっていくのかを探り
ながら、自分次第で造形の幅を広げられる自由さがいいです。
Q．コースの学びで身についた力は？ 自分でレールをひいて
ゴールにたどり着く力です。言われたことだけをやるだけでは
面白いものはつくれないので、自分の視点でどうやって面白
いものがつくれるのかを考えられるようになりました。

Q.制作している作品のテーマは？ その建物があることで
地域がどうしたら良くなるのかを軸に、建築の内・外部の在り方
を考えて作品をつくっています。3年生の最終合評で、滋賀県
雄琴にある古民家の内部空間の施設利用方法からリノベー
ションを提案する課題があったのですが、実際に近隣の人に
聞き込み調査をしながらテーマを考えました。少し離れた
場所に新興住宅地があることがわかり、内部を回遊性のある
スキップフロアで区切った1Fがコワーキングスペースと
カフェ、2・3Fが託児所の施設を提案。地域の高齢者の方が
カフェと託児所で働き、お母さんが仕事に没頭できる環境が
あれば若い人が集まり、地域のつながりも生れる。地域の
起点になる場所にしたいという思いで考えました。
Q.制作で楽しいこと、大変なことは？ 私は形に至るまでの
プロセスを考えるのが好きです。考えるときはノートにキー
ワードを自由に書くのですが、そこから絞っていく作業が大変
で時間がかかります。
Q.コースの魅力は？ 全学年が一つのフロアで制作をするので
学年の壁がないところです。先輩がつくっているものや自分が
やった課題を後輩がどんなふうにつくっているかを見られる
のは勉強になります。
Q.コースの学びで身についた力は？ 多様な視点でものごとを
考える力です。成安で学ぶようになってから社会情勢が気に
なるようになり、その解決手段として建築がどう役立てるかを
考えられるようになりました。
Q.将来の夢・目標は？ 1年生のときにコミュニティデザインの
プロジェクトに関わってから、地方に興味をもっています。
地域の課題を解決できるような、建築の内部空間をつくる
仕事に携わりたいです。

Q.制作で楽しいこと、大変なことは？ 基本つくるのは全部
楽しいです。授業の課題でつくった1枚の板から余すこと
なく部品をとり組みあげたドレッサーは、授業外の時間も
使って完成した力作。塗装は凹凸がなくなるまで何度も塗
る作業とやすりで仕上げる作業を繰り返したので大変だっ
たけど、振り返るとそれも楽しかったです。
Q.制作に欠かせないアイテムは？ 最近はまっているのは
課題のアイデアなどを、スケッチブックに茶色のペンで描
くこと。自分的にかわいくなるなって思います。自分の想
像の世界とリンクする感じがお気に入りのポイントです。
Q.影響を受けた人は？ 船の設計をしているお父さんと、
掛け軸の表装をつくっていたおじいちゃんの影響もあって、
つくるのが好きなのだと思います。
Q.制作の合間の気分転換の方法は？ 最近は日本語のゆっ
たりしたラップを気分転換に聞きます。制作の時も音楽は
ぜったい必要で、ラップでノレる曲をかけるとはかどります
ね。また、服装も大事で、朝起きたときの気分によって決まる
ので可愛い系やオラオラ系などいろんな服を持っています。
Q.コースの魅力は？ 椅子やゲームのコントローラーなどプ
ロダクトに関するいろんなものがつくれるのと、実践的な
学びが多いのがいいです。
Q.コースの学びで身についた力は？ つくる力です。大学で
は常につくっているので、つくりたいと思ったものをどう
いうプロセスで進めれば形にできるかが、頭のなかで描け
るようになりました。
Q.将来の夢・目標を教えてください。 地元の岡山で工房兼
お店を持つのが夢です。自分のペースで家具を制作しながら、
お店で販売したいです。商品の中には高校や大学の友だち
が作ったものも一緒に置けたらいいな。
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横田  祐朔
滋賀県立彦根東高等学校卒業

プロダクトデザインコース

松田 理暉
京都芸術高等学校卒業

住環境デザインコース
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岩﨑 萌森
京都市立銅駝美術工芸高等学校卒業

コスチュームデザインコース

Q.制作している作品のテーマは？ 建築の概念に捉われない、
一癖あるものをつくるのが好きです。例えば床は水平という
概念ですが、そこに意味を持たせることができれば、歪んだ
床があってもいいと思っています。映画鑑賞が好きで、SFから
ドキュメンタリーまでジャンルを問わず観るのですが、特に影
響を受けたのが『ハウルの動く城』です。今手掛けている作品
も建物の床下が上下する動く家をつくっています。
Q.制作で楽しいこと、大変なことは？ 頭の中であれこれ
アイデアを出しているときが楽しいです。そこからつくっていく
中で壁にぶつかることもありますが、授業で発表をして
みんなから意見をもらうと、頑張って良かったと思えるので
制作はやっぱり楽しいです。
Q.コースの魅力は？ 3つのコースの中で圧倒的につくるもの
が大きいので、その分考えるボリュームが多いところです。
1年生のときに学ぶ3コースの総合的な視点を活かして考え
ることが必要だと感じています。
Q.コースの学びで身についた力は？ 相手のことを考える力
です。成安で学ぶようになってから、相手がどう思うか、
何を考えているのかに深く興味を抱くようになりました。
高校生までは人見知りで、自分から話しかけるのが苦手
でしたが、成安に入ってからは人としゃべりたいなって。
建築を学ぶ中で相手のことを考えるのは重要な部分なの
で、思考が変わると行動が変わることを実感しています。
Q.将来の夢、目標は？ 将来はやはり建築に関わる仕事が
したいです。住宅よりも、公共施設などを手がけてみたい
ですね。よりたくさんの人に喜んでもらえるようエンタメ
的な要素を取り入れて、生活に刺激が与えられる建築物
をつくりたいです。

Q.制作している作品のテーマは？ 「和服における素材や伝
統技法と服との関わり」です。染織は絞り染めを、はた織りは
いろんな技法に挑戦しながら、素材づくりから服のデザイン
に落とし込むまでの一連の中で、自分のつくりたいものを表
現しています。次の作品構想は、絞り染めの動きに注目して、
「回転と結ぶ」をキーワードに服の形としてアウトプットした
いと思っています。
Q.制作で楽しいこと、大変なことは？ 完成に近づく瞬間と、
どういう技法を組み合わせて、何をコンセプトにするのかを
考えるのが楽しいです。2年生のときにカンボジアで開催され
た「アジアデザイン・アートエキシビジョン」に出展した作品が
入選したのですが、自分の作品が世間にどう見えているのか
ウズウズしている時期だったので、賞をいただき次の一歩を
踏み出すことができました。
Q.制作の合間の気分転換の方法は？ 京都の路地裏散歩で
す。歩いていると脳みそが動いて、自分のつくりたいイメージ
の輪郭が濃くなっていく感覚があります。
Q.コースの魅力は？  舞台衣装やアパレルの服を学ぶ学生が
いるなかで、私のように素材開発をする学生もいる。和服や
洋服に関わらず、ファッションという大きな枠のなかで横断し
ながら学び、お互いに刺激し合いながら制作できることです。
Q.コースの学びで身についた力は？  横断的に物事を考えら
れる力です。染織の技術だけでなく、服としての完成形を
想像しながら染める視点と技術の両方を磨けます。他領域の
授業も選択できるので、メディアデザイン領域の映画の授業
を選択しているのですが、自分が映画の衣装にも興味があ
ることに気づくことができました。

Q.制作している作品のテーマは？ できるだけスッキリとした
デザインのものをつくりたいと思っています。一筆書きのよう
な三角形のハンガーを課題でつくったのは、昔からフックの
部分のデザインが気に入らなかったからです。お気に入りの
服をカッコよくみせられるハンガーにしたかったので、形や太
さをいろいろ試して時間をかけて取り組みました。
Q.制作に欠かせないアイテムは？ 大学に入ってからコピック
マーカーをよく使っています。陰影をつけて立体的に描けるの
で、自分のイメージを短時間で視覚化できるアイテムです。
Q.アイデアにつながるインプットの方法は？ アニメが好きな
ので、できるだけいろんなアニメを見るようにしています。
企業のショールームをデザインする課題で、ソニーのプレイ
ステーションを体験できるショールームをつくったのですが、
現実とゲームのバーチャル世界の境界を曖昧に見せるため
に内装はグラデーションを用いました。その表現は最近みた
アニメのワンシーンをヒントにしたアイデアで、プロダクト
とはぜんぜん違う分野から取り入れることにしています。
Q.制作の合間の気分転換の方法は？ 友だちとカラオケへ
行ったり、お風呂で歌ったりすることです。アニメの主題歌
で使われているRADWIMPSやBUMP OF CHICKENの曲
をよく歌います。
Q.コースの学びで身についた力は？ コミュニケーション力
です。もともと一人でつくるのが好きだったのですが、鉄工ラ
ボに通ってハンガーを制作したのを機に、先生やアシスタン
トさんと仲良くなって、いろんなアドバイスをもらえるように
なりました。いろんな人を巻き込むことでつくれるデザイン
の幅が広がることを実感しましたね。

試用版



日本を代表する舞台衣装デザイナーとして多忙を極め、演劇、オペラ、ミュージカルなど舞台
芸術の幅広いジャンルで活躍する。舞台衣装家・緒方規矩子氏に師事。文化庁派遣芸術家
在外研修員として渡英、ウエルシュナショナル・オペラ、ロイヤル・シェイクスピア・カンパニーな
どで研鑽を積む。伊藤熹朔賞、橘秋子クリエイティブスタッフ賞、読売演劇大賞優秀スタッフ
賞を二度、2018年には衣装デザイナーとして初めて紀伊国屋演劇賞を受賞するなど受賞
多数。近年の作品：『ピアフ』主演：大竹しのぶ、演出：栗山民也 ／『英国王のスピーチ』演
出：鈴木裕美  ／『ハムレット』『メディア』『トロイアの女たち』演出 : 蜷川幸雄／『タイタニック』『
グランドホテル』演出：トム・サザーランド、『ルドルフ~ザ・ ラスト ・ キス ~ 』『ETERNAL 
CHIKAMATSU』『黒蜥蜴』『音楽劇「道」』演 出：デヴィッド・ルヴォーほか多数。

客員教授

前田文子 
舞台衣装デザイナー

客員教授

藤野高志 
建築家

客員教授

松井龍哉 
ロボットデザイナー

空
間
デ
ザ
イ
ン
領
域
の
先
生
た
ち

Living Space Design

一級建築士事務所アトリエ樅、共同
主宰。

水野和子
建築家 

Product Design

ショップ、ショールームなどのインテリア
デザイン多数。

立神まさ子
インテリアデザイナー

Costume Design

デイリーウェア、コスチューム、産学連
携作品など、教育現場で24年間の指
導実績と、多数の指導受賞歴を持つ。

望田真
ファッションデザイナー&パタンナー

Product Design

SEIKI DESIGN STUDIO代表。情報と
人の営みをデザインで結ぶアプローチ
で、家電製品から伝統工芸まで幅広く
デザイン開発に携わる。

石井聖己
プロダクトデザイナー

Product Design

京都市立芸術大学卒。シャープ株式
会社勤務を経て現在 a j a ! d e s i g n  
s t ud i o所属。

竹下俊也
プロダクトデザイナー

成安造形短期大学卒。主に裂織の技法で
平面・立体作品やアクセサリー等を制作。
2010年京都府美術工芸新鋭展～2010京
都工芸ビエンナーレ～（読売新聞社賞）他、
個展・グループ展等多数。

Spatial Design Departm
ent

生物建築舎という設計事務所を主催する建築家。活動の拠点にしている群馬県高崎市から
世界へと建築作品を発表している。活動は建築設計のほか、芸術祭への参加、絵本の出版、
各種講演会など多岐に渡り、イタリア、イギリス、フランス、韓国など海外の展覧会へ作
品を出品している。
生物建築舎の事務所となっている「天神山のアトリエ」は、本来建築の外側にある動的な
自然環境を建築の内側に取り入れ、その変化に包まれながら創作活動をしたいという藤野
の想いから生まれたものである。藤野は東北大学修了後、清水建設時代には銀座の中銀カ
プセルタワーに、はりゅうウッドスタジオ時代には会津の山間部でセルフビルドの小屋で
暮らしたことで、都市や自然の大きな外の世界の流れの中に自分自身が在ることを、建築
の力によって感じたという。日本建築学会作品選集新人賞、SDレビュー朝倉賞など受賞多数。

ロボットデザインの第一人者。
1991 年日本大学藝術学部卒業後、丹下健三・都市・建築設計研究所員を経て渡仏。科学技術
振興事業団 ERATO 北野共生システムプロジェクト研究員としてヒューマノイドのデザイン
を研究。2001 年フラワー・ロボティクス株式会社を創業。「ロボットを日常の風景にする」と
いう企業理念のもと自社ロボットの研究開発から販売までを手掛けている。
2014年松井デザインスタジオを設立し、幅広いデザインプロジェクトを展開。　
作品：フラワーガールをコンセプトとしたヒューマノイドロボット「Posy」（2001）、マネキ
ン型ロボット「Palette」（2002）、「スターフライヤーのトータルデザイン」（2006）、「アルフレッ
ドダンヒル銀座本店」（2007）、「U.T.Palette」（2009）、家庭用ロボット「Patin」（2014 ～）など
受賞 : Good Design 賞（日本）ACCブロンズ賞  i Fデザイン賞（ドイツ） Red Dotdesign 賞（ドイツ）
第六回日芸賞 グッドデザイン賞審査委員（2007-14）

Living Space Design

一級建築士事務所ミラボ（3--lab）代表。
イェール大学大学院建築学部修了。
環境科学博士（滋賀県立大学）

吉田裕枝
建築家

Costume Design

成安造形大学ファッションデザイン卒。
一点ものにこだわったカジュアルシャツ
専門店コトノイロシャツ代表で、シャツ
の全縫製を行う丸縫い職人。

山田憲
シャツ縫製士

Living Space Design

（株）都市居住文化研究所所属。主に
設計監理及びコンストラクションマネ
ジメント業務や都市計画、景観形成、
居住文化等の調査研究を行っている。

木村準
建築デザイナー

Product Design

株式会社ソフトディバイス代表取締役。
情報アーキテクトとして携帯電話から
コックピットまで様々な機器の先行
開発に携わる。

八田晃
インタフェースデザイナー

Costume Design

成安造形短期大学卒。主に裂織の技法で
平面・立体作品やアクセサリー等を制作。
2010年京都府美術工芸新鋭展～2010京
都工芸ビエンナーレ～（読売新聞社賞）他、
個展・グループ展等多数。

林塔子
織作家 

Living Space Design

京都工芸繊維大学大学院博士前期課
程修了。武田憲人と共にデザイン事務
所「expo」を設立。その後、一級建築士
事務所「expo」設立、代表を務める。

山根健太郎
建築家

Costume Design

成安造形短期大学ファッションアート
コース卒。演劇・ダンス・パフォーマンス
などの舞台衣装、モデル衣装など多数。

大野知英
コスチュームアーティスト

Living Space Design

成安造形大学卒。森村政悦一級建築
事務所を経て、越前良太デザイン研究所
を設立。

越前良太
建築家

Product Design

近畿車輛（株）車両設計部を経てプラン
ニング・エス設計事務所を設立。アーバ
ンライナー、京都市地下鉄車両、営団地
下鉄、E257系「あずさ」など、車両の設計
を多数手がける。

中谷眞司
エンジニア

Product Design

高杉昭吾デザイン事務所代表。使う人の
気持ちに働き掛けるプロダクトデザイン
を軸に様々なデザイン業務を行う。
独自ブランドi_l lumiを立ち上げ、イン
スリン治療用の商品展開を行う。

高杉昭吾
プロダクトデザイナー

Living Space Design

成安造形大学卒。主に景観形成・住環
境・民俗文化の調査研究を行う。現在
「里山の自然資源」「地域参加型研究」
をテーマにした他大学との共同研究を
実施。

大原歩
リサーチコーディネーター

Living Space Design

長野工業高等専門学校環境都市工学
科卒業。東京大学大学院工学系研究科
建築学専攻修了（都市史・都市建築史）。
磯崎新アトリエ勤務を経て京谷建築
設計室を設立。

京谷友也
建築家

Living Space Design

個人住宅の設計や商業建築を手がける。
成安造形大学住環境デザイン卒業、
株式会社一級建築士事務所  西村設計
工房を経てkotarookuda architect 
office 一級建築士事務所 代表。

奥田紘太朗
建築家

日常で消費される為だけの服ではなく、自分の手から生まれる
世界でひとつのファッション＝コスチュームを探す事を大切に
しています。既成の固定概念に捉われず、自由な発想で創作に
挑みましょう！

コスチュームデザインコース担当。成安造形短期大学服飾文化学科服
飾芸術コース卒。衣装デザイナー、舞台演出家。芸術表現学会、日本舞
台美術家協会、会員。

モノのデザインを考えることは、人を考えることです。大学の４年
間でぜひトータルなデザイン力を身につけて、自信を持って社会
で活躍できるデザイナーになってください。

プロダクトデザインコース担当。デンマークデザインスクール卒業
マスター取得。インテリアショップalletak（アレタック）代表。

Product Design

西尾幸子
インテリアデザイナー

Costume Design

田中秀彦
コスチュームデザイナー・舞台演出家

誰かに何かを伝えたいとします。この時代に大切に思うこと、暮らす
こと、気づくこと。それらを文章で伝えるのは「物書き」、描いて伝え
るのは「絵描き」、ものづくりで伝えるのが「プロダクトデザイナー」、
…人を幸せにする人になろう。

空間デザイン領域主任。プロダクトデザインコース担当。京都工芸繊維
大学意匠工芸学科卒。専門は量産を前提とした機器およびUIのデザ
イン。

素晴らしい「空間」には「人」に対して大きな影響力があります。建
築デザインを学習することで、住環境に心地良い「空間」を創造す
ることのできるデザイン力を身につけ、「空間」の持つ力で人々を笑
顔にしましょう。

住環境デザインコース担当。大阪市立大学工学部卒業。建築設
計事務所y+M design office（ワイエムデザインオフィス）代表。

Living Space Design

三宅正浩
建築家 

Product Design

石川泰史
プロダクトデザイナー

布は人類最大の発明品です。この世に布がなかったら、と
イメージしてみてください。そんな想像力が創造力とともに
ものづくりには大切です。

コスチュームデザインコース担当。京都市立芸術大学大学院美術
研究科修了。1998年芸術祭典・京 公募「京を創る」大賞受賞。

Costume Design

田辺由子
テキスタイルアーティスト
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試用版



空間デザイン領域の学外プロジェクトや展示に企画参加

成安造形大学と滋賀県立びわ湖ホールが提携し、劇場のプロスタッ
フと学生が共同でひとつの舞台をつくりあげるプロジェクトを実施
しています。空間デザイン領域の学生を中心に、全コース全学年の
学生が参加できる選択自由型の授業で、「舞台美術」「舞台衣装」「小道具」
「映像」「音楽」「演技出演、ダンス出演」など全てのパートで学生が関
わります。プロスタッフのアドバイスと指導を受けながら、一年間を
通して制作するプロジェクト授業です。

滋賀県立びわ湖ホールでオリジナル
ミュージカル上演プロジェクト！
衣装、美術、映像から出演まで！

まるでオーガンジー布のような美しい透明

感を持つ金属【ステンレスメッシュ】。

本来はスマートフォンなどの電子機器の

内部や印刷スクリーン、工業生産工程での

ふるい・ろ過に使われるなど私たちの目に

触れる事が殆ど無い「影の活躍者」です。

そんな魅力を持つ素材と向き合い、その特性

を活かしつつ新たな視点で再構成を試みる

デザインプロジェクト！美しいステンレンス

メッシュを世界一の精密さで織り上げる

技術で、広く世界に挑戦を続けておられる

アサダメッシュ株式会社の全面的なご協力

により実現致しました！

協力：アサダメッシュ株式会社

オーガンジーのような金属
“ステンレスメッシュ”で
新たなデザイン提案

「手のソウゾウ展～ホワイトタイム～」
空間デザイン領域 1 年生前期課題作品展

７月～８月にかけて、本学ライトギャラリーにて、空間デザイン領域 1 年生の基礎
実習で制作された作品を展示しています。
ヒトが生活する空間、ヒトを包み込む空間、ヒトが装う空間を固い素材と柔らかい
素材を使い、手で想像し、手で創造すること。色彩を使用せず形と陰影、素材感だけで
構成された空間展示です。課題である「柱、壁、床、屋根、光と開口の群造形」は住環境
デザインの基礎構造を理解した上で建築模型という手法でイメージを展開させ、
「布の立体造形」は、身近な服飾素材である布を自由に捉え身体を装飾します。

2017 年にびわ湖大津館の開館 15 周年を記念しスタートした本学との連携事業「光のアート
プロジェクト」。湖畔のイングリッシュガーデンに冬期限定で光のアート作品を制作します。
前期の授業で、現地調査やコンセプトづくりを中心にデザインし、冬期の開催を目指し
ます。201 9年度は「おもちゃ」をテーマに、お子様からお年寄りまでお楽しみいただける
「光のおもちゃの世界」を表現しました。学生たちは、企画・デザイン・制作の実践の場と
して緊張感と責任感をもってこのプロジェクトに取り組みました。

びわ湖大津館のイングリッシュガーデンに
光のアート作品を！

T O P I C ST O P I C S
Spatial  Design Department

ファッションデザインコース卒業生の小角綾さんが在学中に、第37回 HEPオリジナル
ファッションコンテストでFIVE賞を、そして翌年の第38回では準グランプリを受賞し、
2年連続の入賞を果たしました！個性溢れるオリジナリティーの高い、丁寧な手仕事と
美意識のバランスが評価された受賞となりました。そのまた翌年、先輩に続けと同じく
コスチュームデザインコース卒業生の中田佳津季さんが、在学中に第39回の同コン
テストに入選。プロモデルによるファッションショー形式で実力を問われる大きな
ステージで貴重な経験となりました。

HEPオリジナルファッションコンテストに
3年連続入選
FIVE賞・準グランプリを 2 年連続受賞！

コスチュームデザインで
学外プロジェクトやイベントに参加

1年生にとって初めての大学祭で、セルフプロデュー
スのファッションショーを行いました！思いっきり
自由な発想で創作されたコスチューム作品を自分た
ちがモデルとなってパフォーマンス！
美術セットやエントランスのインスタレーションま
で全て手作りでプロデュース。観客の前でのウォーキ
ングやポーズが初めての学生もたくさんいましたが、
堂々と作品イメージを表現しきって大満足！

大学祭オリジナル
                  ファッションショー

東京ビックサイトで行われたジャパンテックス2019
（日本インテリアファブリック協会主催）にて、テキス
タイルを学ぶ全国の学生たちによるヤングテキスタイル
展が開催され、本学からは 3 年生の岩﨑萌森さんが
参加しました。初日にはアーティストトークも行われ、
インテリアトレンドショーの出品企業の方やデザイ
ナー、大学関係者、若いアーティスト達の交流の場と
なりました。

ジャパンテックスY T展に参加

リデザインプロジェクトとは、繊維産業が盛んな尾
張地方のメーカー、商社から提供された B級布など
を活用し、障害者施設で製品化することを目的とし
た学生対象のデザインコンペです。本学ではプロ
ジェクト実習として取り組み、初年度は大賞を受
賞、翌年は参加学生の半分が入賞、入選を果たし、
千代真吏奈さんの「ふくろうバッグ」（写真はサンプ
ル製作）は商品化されました。

リデザインプロジェクトで
学生作品が商品化！

本学卒業生の谷藤百音さんの卒業制作「Ｐｉｅｃｅｓ」が、第４８回毎日・ＤＡＳ学生
デザイン賞（大学生の部）金の卵賞を受賞しました。ファッション＝布といった既成
概念をはずしテキスタイルとファッションが見事に融合、常識を覆した近未来の
身にまとう素材への開発が評価されました。ファッション＆テキスタイル部門賞に
は当時３年生の中田佳津季さんが選ばれました。

コスチュームデザインコース４年生の内野菜摘
さんが、第19 回（2019年度）YKKファスニング
アワードのファッショングッズ部門において、
バッグ作品「HEXAGON / SHRINK」で優秀賞（準
グランプリ）を受賞！「YKKファスニングアワー
ド」は、ファスナー・面ファスナー・バックル・
スナップ＆ボタンなどの“ファスニング商品”

に焦点を当てた、学生対象のユニークなファッションコンテスト。応募総数は、全国57校より6,486点。グッズ部門では、応募総数1,446点
のデザイン画から最終的に10点に絞り込まれ、実作品による最終審査に挑みました。内野さんは1年生からバッグ制作に力を入れており、
2年生から続けている幾何学デザインと融合させて、3年生では正六角形を展開させたコレクションとバッグを発表。続いて、シリーズを
発展させ今回のヘキサゴンバッグの完成に至りました。六角形の構成に面ファスナーを使用した、内容量を変化できるバッグパックです。
多くの試作と失敗を繰り返しながらも試行錯誤を重ね、長年の透徹した研究姿勢が実を結びました。おめでとうございます！

毎日•DAS学生デザイン賞•金の卵賞受賞

YKKファスニング
アワード
優秀賞受賞！

Costume 
Design

C o s t u m e  
D e s i g n

T O P I C ST O P I C S

試用版



「新しい祈りのかたち」
地場産業彦根仏壇 × 学生提案
滋賀県の地場産業である彦根仏壇、長浜・黒壁ガラス工房と学生が「新しい祈りの
かたち」をテーマに共同制作をおこない、仏壇製作の各工程を見学したのち従来の
かたちにとらわれないスタイルの提案をおこないました。
※１「HAND BOOK」フォトフレームのような姿で、板を開くと仏手石をモチーフにし
た救いの手が現れます。手を合わせる対象をやや抽象化して、仏足石やヘマで用い
られている文様を表しました。単身赴任や老人ホームなどで家族から離れて暮らす
人に使ってもらいたいとのことです。
※2「仏さまのお住まい」というタイトルの仏壇。工房見学の際に耳にした言葉、「仏壇は言
わば仏さまのお住まい」からシンボリックな家のかたちで表しました。ドールハウスのよ
うな外観は、小さな子供に祈りへの興味を持ってもらいたいとの意図から生まれました。

デザイン系学生の優れた卒業制作を表彰する「MITSUBISHI CHEMICAL JUNIOR 
DESIGNER AWARD」は、日本で唯一デザイン全般の卒業制作を対象としたアワード
です。このアワードでプロダクトデザインコース・森川優さんの卒業制作「Lotti」が審
査員特別賞（坂井直樹賞）を受賞しました。「Lotti」は、「道具をまとめて運んで出先
で楽しめる小さな乗り物」で、若者の車離れという課題に対して新たな生活スタイル
を作り出す価値を提案しています。実現可能な技術をきちんと調べて丁寧にデザイ
ンされている点が評価されました。

卒業生・森川優さんの卒業制作「Lotti」が
MITSUBISHI CHEMICAL JUNIOR DESIGNER AWARD 2015
審査員特別賞（坂井直樹賞）を受賞

ストリートファニチャデザインプロジェクトは、学生の手によるキャンパス環境の整備、ストリートファ
ニチャのデザイン、実制作をおこなうプロジェクト。キャンパスの動線を考え、軸となるメインストリー
トをグリーンライン（芝生の径）で印象づけ、3種類のベンチを計画しました。「枕木ベンチ」は枕木のも
つ粗削りで力強い存在感を活かしたシンプルなベンチ。枕木の座と鋼の脚からなり、コントラストの強
い材料を用いることで、互いの素材感を強調。「プランターベンチ」は大きなプランターと一体化したベ
ンチ。樹木の下で休んでいるような気持ちになれるかも。「展望ベンチ」は大階段上から琵琶湖を眺める
ために、後方に傾斜した低い座のベンチを制作。肉厚のステンレス板を曲げてできるシンプルでシャー
プな、折り紙を想わせるフォルムが特徴。

近江八幡市にある瓦の博物館「かわらミュージアム」と連携して学生たちが地域の活
性化のために様々なアイデアを提案して実施する取り組みを展開しています。これま
でにも、瓦素材を用いた生活雑貨やノベルティー商品を開発し提案を続けてきました。
4年目を迎える今回は、施設の話題づくりに焦点をあて、SN Sのスポット「瓦割り写真
スポット」の提案や「オリジナルフィギュア・トイカプセル」の制作をおこないました。

【成安造形大学 × かわらミュージアム】プロジェクト

お茶の京都博「一坪茶室展」にて木津川市とのコラボレーションで、豊かな自然
や文化と一体となるための茶室「朧庵（おぼろあん）」をデザイン・制作しました。
展示場所である宇治市や木津川市の美しい景色を背景としながら、宇治川・木津
川とゆかりの深いヨシによるおぼろげな輪郭を持つ茶室は、木陰の中での野点の
ように心を宇治の川へと解き放してくれます。イベントでは多くの方々に新感覚
の茶室を体験いただきました。

ストリートファニチャデザインプロジェクト

※1 ※2

地域や企業とコラボレーションする
プロダクトデザインT O P I C ST O P I C S

 

お茶の京都博「一坪茶室展」にて独創的な茶室を
デザイン・制作しました！

P r o d u c t
D e s i g n

築100年以上の古民家を地域交流施設とゲストハウスにするために、ワークショップを開催し、
地元の中高生や地域の方々と協力しながら、リノベーションのお手伝いをしました。“つくる ”
ワークショップではウッドデッキテラスやフローリング、天井の解体を。“ 考える ”ワークショップ
では地域の魅力や施設の使い方についてディスカッションしました。DIYによるリノベー
ション方法や地域でのまちづくりに実際に触れることで貴重な経験を得ることができました。

成安造形大学と琵琶湖博物館が協働で取り組んだ「マイクロアクアリウムプロ

ジェクト」にて、マイクロワールドシアターに設置する「微生物をモチーフとしたオリ

ジナルチェア」を学生たちがデザインしました。琵琶湖で微生物を採取し、顕微鏡など

を使いながら観察を行い、スケッチをしてイメージを膨らませ、2 01 6年にマイクロ

ワールドシアターとしてリニューアルオープンしたスペースで使用されています。

「琵琶湖博物館マイクロアクアリウムプロジェクト」
にてオリジナルチェアをデザイン！

住環境デザインではこの15年余り、ヨシを活用して様々な作品作りに取り組んできま

した。制作物はオブジェや照明器具、家具やディスプレイなど多岐にわたり、近年で

は比叡山延暦寺のお盆の行事にあわせ、根本中堂を中心に灯りの展示を行いました。

また、滋賀県安土町で開かれる「西の湖ヨシ灯り展」や京都の「東山花灯路」といった

催しにも毎年欠かさず参加しています。

「第13 回 西の湖ヨシ灯り展」で県知事賞を受賞！

古民家をワークショップによって
地域交流施設とゲストハウスに！

大学に隣接して建つ成安造形大学の

学生専用アパートメント「YOHAKU」は、

住環境デザインコースの三宅正浩准教授

が設計しました。

プランニングには住環境デザインコース

の学生たちも参加し、他の学生からの

アンケートデータを基に自分たちの

アイデアを反映させました。アプロー

チの石敷きは、地元の穴太衆にご指導い

ただき、学生たち自身の手で造られて

います。

成安造形大学
学生専用アパートメント
「YOHAKU」のプランに
私たちのアイデアを！

堅田駅西口広場のバス乗り場のデザイン提案を学生たちが行いました。地域住民の

方々に模型などを使いながらデザイン案をプレゼンテーションしました。実際に使

用される方々にプレゼンテーションする難しさを感じ取れたようです。アンケート

によりいただいたコメントや評価の高かったアイデアを元に、実際の設計が行われ

ています。この堅田駅西口広場は、住環境デザインコースの三宅正浩准教授が自ら

設計しています。

堅田駅西口広場のデザインに学生のアイデアを！

T O P I C ST O P I C S 実践的なプロジェクトが豊富な住環境デザイン
L i v i n g  S p a c e

D e s i g n

試用版



空間デザイン領域の横断的な学びは
デザインの視野を大きく広げます。
生活の基本要素、衣・モノ・住の分野を見わたすことから
多彩な発想が生まれます。
大学 4 年間で得た経験を、
あなたはどんなフィールドで活かしますか ?

繊維専門商社で、アパレルメーカーが企画、デザインしたものをOEM ( Original Equipment 
Manufacture) 生産しています。

アットホームな環境で、幅広く学べ、色々チャレンジできたことは、今の仕事の業務にも
繋がっています。入社 2年目で、新規事業立ち上げの課に配属され、企画、営業、生産管理
と経験してきました。

大学生活は、長いようで大変短いものです。たくさん学び、たくさん遊び、自分と向き合って
ください。意志あるところに自ずと道は開けてきます。

現在のお仕事を教えてください

大学での学びがお仕事でどう生かされていますか？

新入生へ、メッセージやアドバイスをお願いします

卒業生

ファッションからライセンスのキャラクターまで幅広く取り扱う靴下の会社で企画をしています。

大学生活は幅広い課題の中で、自分なりに納得できる表現を見つける日々でした。時に辛く
ても真正面からものづくりに向き合った 4 年間は、企画の仕事をする上で常に揺るぎない
強みとして生かされています。現在は、編み柄という表現で、いかにお客様に手に取ってもら
える靴下を作れるか、を見つける日々です。自分が夢中になれる事を仕事にできたのは、大学
での学びがあったからです。

私は 3 年生の時に交換留学制度を利用して 9ヶ月間イギリスの美大に留学していました。
日本と海外では物作りへの考え方が大きく違い、制作への向き合い方や、生きる上での考え
の幅がぐっと広がりました。留学中に得た濃密な体験は、常に頭の片隅にあり卒業した今で
も私の人生に影響を与え続けています。皆様も成安ならではの制度や施設、先生を最大
限に利用して自分の幅をどんどん広げていってください。

現在のお仕事を教えてください

大学での学びがお仕事でどう生かされていますか？

新入生へ、 メッセージやアドバイスをお願いします

土屋亜紀子 2017年度卒業

卒業生

株式会社ウィックス 勤務  デザイナー

建築設計事務所勤務です。

自分のやっている事に夢中になれる事だと思います。
少人数の大学のため、他のクラスの同級生や先輩と接する機会を多く持つ事ができて、多く
の刺激をもらえたこと、雄琴という京都から少し離れた静かな環境で、思う存分に課題に取
り組めたことの二つが、自分の夢に夢中になるという、仕事をする上で一番重要な部分を育
む事ができたのだと思います。

現在のお仕事を教えてください

大学での学びがお仕事でどう生かされていますか？

自分でやりたいと思った事は少しでも多く挑戦し、夢中になって過ごして欲しいと思います。
僕は在学中に追われるように課題を制作して過ごしていましたが、卒業して振り返るともっ
とあの時ああすれば良かったなぁ、なんて欲張ってしまいます。
それでも今は、そんな大学での時間は今の自分を支える大きな芯として残っているよう
に思います。

新入生へ、メッセージやアドバイスをお願いします

衣装デザイン、製作。主に映像、舞台の衣装デザインです。

映像、舞台の衣装は、音楽、照明、着用する人間、様々な要素の一つです。
必然的に多種多様な表現方法をされる方々とコミュニケーションを図って一つの作品を作っ
ていきます。
自分は学生時代に他領域の仲間と共同制作をしていました。そういった経験が他分野の方と
仕事をする上で役立っています。

在学中、衣服以外の作品制作もしていたことが自分の価値観を広げられた理由の一つだと思
います。大学ではいろんな形の表現を学んでいる人がいます。同じ表現をする者同士、積極
的に人と交流を持ち、自分が専攻していること以外にも目を向け、どんどん首をつっこん
でいってください。方法も手法もいろいろなやり方で自分達がわくわくすることを存
分にやりきってください。

現在のお仕事を教えてください

大学での学びがお仕事でどう生かされていますか？

新入生へ、  メッセージやアドバイスをお願いします

北川明寿香 2008年度卒業
スタイレム株式会社

桑原秀彰 2007 年度卒業

卒業生

株式会社設計組織アモルフ所属 

前嶋章吾 2008 年度卒業

卒業生卒業生

フリーランス コスチュームデザイナー

住環境
デザイン
コース

コスチューム
デザイン
コース

F U T U R EF U T U R E
卒業後の専門分野

C o s t u m e  
D e s i g n

主な就職先

株式会社スミノエ
スタイレム株式会社　
有限会社ウイーブトシ
ハマナカ株式会社　
株式会社ロマンス小杉
東京衣装株式会社　
株式会社ウィックス
株式会社宮階織物
株式会社ジーベック

アッシュベーフランス株式会社
　株式会社アイジーエー
旭興株式会社　
株式会社宝塚衣装
アンドウ株式会社　
宇仁繊維株式会社　

C o s t u m e  
D e s i g n

C o s t u m e  
D e s i g n

C o s t u m e  
D e s i g n

L i v i n g  S p a c e
D e s i g n

現代を生きる人間の思考や行動をヒントにして、インテリアを主にデザインしています。
そこで必要とされる家具やプロダクト、ひいては建築のデザインもしています。

学生の時は様々なジャンルの授業を受け、また授業以外のことにもチャレンジしてきました。
そのときに、全力で考え制作していたことが表現のアーカイブとなっています。
そのおかげで、広い視野で物事を考えることができる柔軟な姿勢が身についたと考えています。

現在のお仕事を教えてください

大学での学びがお仕事でどう生かされていますか？

新入生へ、メッセージやアドバイスをお願いします
学生生活ではよく学びよく遊ぶことが大事です。
とにかく行動すべきです。損することはありません。自分自身が本気で真心と遊び心を持っ
て行動していると、周囲の人々はそれを素直に受け止めてくれます。コミュニケーションは
もちろん大事ですが。社会に出て、物事を考え作るという行為は、想像以上に楽しいも
のです。頑張ってください。

ディスプレイデザイン会社勤務です。
主に、展示会のデザインや百貨店等の空間装飾を行っています。

自分の物事を考える手法のベースが作れたことです。
私は課題制作する際、模型をいくつも作り、その物作りから発想が生まれていくことが
ほとんどでした。今でもその考え方は大事にしており、仕事ではパソコンに向かっている
時間がほとんどですが、デザインを整理する際には一旦ラフに模型を作ったり、ゆる～い絵を
描いてみたり、実際に物を触ってみたりして手から物事を考えるようにしています。

自分で取り組んでいることに枠をつけずに、少しでも興味や気になることがあれば、まず
取り組んでみることが大事なように思います。

現在のお仕事を教えてください

大学での学びがお仕事でどう生かされていますか？

新入生へ、メッセージやアドバイスをお願いします

エレベーターやエスカレーター、動く歩道などの専業メーカーであるフジテックという
会社で、デザイナーとして働いています。エレベーターは子供からお年寄り、体の不自由な
方など、様々な人が使うものなので、誰にでも使いやすいモノを目指して日々頑張っています。

エレベーターのデザインは建築デザインのトレンドに大きく影響されます。プロダクトデザ
インの知識だけではなく、建築デザインの知識も必要になってきます。
成安はコースや領域の垣根が低いので、違う分野の先生にも気軽に話を聞く事ができ、様々な
知識を得る事ができました。成安で得た幅広い知識は今の仕事で大活躍です！

将来の自分を想像して、それに向かって全力で学び、たまには全力で遊んで欲しいと思います。
大学という場所は、自分が学ぶ気さえあればいくらでも学ぶ環境を用意してくれます。
先生や仲間から多くのスキルを得て、多くの思い出を作って欲しいと思います！

現在のお仕事を教えてください

大学での学びがお仕事でどう生かされていますか？

新入生へ、メッセージやアドバイスをお願いします

メガネフレームの設計、デザインが主な仕事です。一からデザインを考えることはもちろん、
他社で作成された図面を社内で製造できる形に修正するなど、設計要素の強い仕事もあれば、
広告やカタログなどのグラフィックの仕事をしたりすることもあります。

オールラウンドに技術を求められる仕事なので、大学でプロダクトデザインをはじめ様々
な分野のデザインを学べたことが今とても力になっています。メガネは医療機器ですが、
ファッションアイテムでもあり、建築デザインに通ずるところもあります。学生時代に他の領域
やコースのデザインに触れられたことで、メガネひとつとってもデザインの幅が大きく広がり
ました。

好きなことを諦めないでいて欲しいです。大学という場所や、学生のときにしかできないこと
がたくさんあると思います。やってみたいこと、興味があること、学業以外のことも、今で
きることはできるだけ挑戦してみてください。すべてが未来に繋がります。応援し
ています！

現在のお仕事を教えてください

大学での学びがお仕事でどう生かされていますか？

新入生へ、メッセージやアドバイスをお願いします

プロダクトデザインを中心に、商品に必要なグラフィックやＷｅｂサイトや映像なども包括
して行うデザイン事務所を運営しています。同時にインスリン治療用の革製ポーチなど、ま
だデザインが及んでいない分野の商品を開発・販売するブランドの運営もしています。

現在のお仕事を教えてください

大学時代に授業や趣味で身につけた技術、知識、人間関係が、そのまま仕事に結び付いています。
自分の好きな事を軸にして、それをもっと魅力的にするために、その周りも学んでいきました。

大学での学びがお仕事でどう生かされていますか？

学んでいくうちにどんどん変わっていく自分を楽しんでください。
あと、クリエイティブなことをするにはとにかく体力と気力が必要です。適度に運動しつつ、
好きなことだけは絶対にあきらめないようにしていれば、大体なんとかなります。

新入生へ、メッセージやアドバイスをお願いします

高杉昭吾 2009 年度卒業

卒業生

卒業生

松本直也 2004 年度卒業
松本直也デザイン デザイナー

谷玲実 2016 年度卒業

卒業生

株式会社 カフェ

御子神健太郎 2010 年度卒業

卒業生

梶井理帆 2015 年度卒業

卒業生

高杉昭吾デザイン事務所 プロダクトデザイナー 竹内光学工業株式会社 勤務 デザイナー

株式会社フジテック デザイナー

プロダクト
デザインコース

P r o d u c t
D e s i g n

P r o d u c t
D e s i g n

主な就職先

株式会社乃村工藝社
株式会社スペース
株式会社フジヤ

株式会社テレビ朝日クリエイト
株式会社彩ユニオン
吉忠マネキン株式会社

セキスイハイム近畿株式会社
大成建設ハウジング大阪株式会社

大東建託株式会社
株式会社穴吹ミサワホーム
コイズミ照明株式会社
マックスレイ株式会社
マニエラ建築設計事務所

ａａｔ＋ヨコミゾマコト建築設計事務所
高松伸建築設計事務所

主な就職先
株式会社ジイケイ京都
コイズミ照明株式会社
フジテック株式会社

若林株式会社（SOU･SOU）
西川リビング株式会社

株式会社視覚デザイン研究所
ヒラキ株式会社

竹内化学工業株式会社
株式会社くろちく
株式会社トーマネ
株式会社サインハウス
京都奉製株式会社
株式会社カシイ
株式会社フジヤ

株式会社ヒルズトレーディング

P r o d u c t
D e s i g n

P r o d u c t
D e s i g n

P r o d u c t
D e s i g n

L i v i n g  S p a c e
D e s i g n

L i v i n g  S p a c e
D e s i g n

試用版
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